
感染症についてのお知らせ
墨田区保健所 保健予防課 感染症係
電話 03-5608-6191(直通) FAX 03-5608-6507
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東京都内の感染症流行情報

第26週（6月22日～6月28日）の定点あたり報告数

出典：東京都感染症情報センター｢東京都感染症発生動向調査週報｣

手足口病
東京都 6.30人/週（前週3.60人、前々週1.92人）
墨田区 7.40人/週（前週3.00人、前々週2.40人）

都・区ともに都の警報基準を超え、大きな流行
となっています。区内の保育施設での集団発生
も報告されています。

三大夏風邪に注意！！

ヘルパンギーナ
東京都 1.55人/週（前週0.89人、前々週0.55人）
墨田区 1.40人/週（前週1.40人、前々週0.20人）

都・区ともに増加傾向がみられています。今後
の動向に注意が必要です。

出典：東京都感染症情報センター｢ひとくち感染症情報｣

手足口病
・主な症状
口の中・手のひら・足の裏を中心に
２～３mmの水疱性（水ぶくれ）の
発疹、発熱を伴う場合もある
・感染経路
飛沫感染、接触感染、糞口感染

ヘルパンギーナ
・主な症状
38℃以上の突然の発熱、口の中に
痛みを伴う水疱性（水ぶくれ）の
発疹
・感染経路
接触感染、飛沫感染、糞口感染

咳
エチケット

咽頭結膜熱
アデノウイルスによる感染症のため「アデ
ノ」、プールでの感染があることから「プー
ル熱」と呼ばれることがある。
・主な症状
39℃前後の発熱、咽頭炎
（のどの痛み・発赤）、
結膜炎（目の充血、目やに）
・感染経路
飛沫感染、接触感染

流水と石けんで
こまめな手洗い

タオルの共有

※ 糞口感染とは・・・

便と一緒に排泄されたウイルスが、手などを介
して口や眼の粘膜に入って感染することです。
手足口病・ヘルパンギーナは症状が治まった後
も便の中にウイルスが残る（２～４週間）ため、
トイレ使用時やオムツ交換の際には注意が必要
です。
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海外への渡航する際のポイント

海外では、日本で発生していない
感染症に注意が必要です。

なぜなら・・・
・時差や気候の違いなどから様々なストレスを受け、

免疫力が低下して病気にかかりやすくなる
・動物や蚊・マダニなどが媒介する病気のほか、
麻しん（はしか）などの感染力が強い感染症が
流行している地域がある

予防接種を確認する
接種歴を母子手帳で確認しましょう。
海外渡航時に推奨される予防接種で
未接種のものがあれば、時間的な余
裕をもって医師に相談しましょう。

出典：厚生労働省検疫所 FORTH
「海外へ渡航される皆さまへ！」

渡航前に確認することは？ 渡航先での対策は？

帰国時・帰宅後に体調が悪くなったら？

蚊・ダニの対策をする
服装に注意し虫よけ剤を使うなど、刺されないように
しましょう。

十分に火の通った信頼できるものを食べる
感染の可能性が高いのは食べ物や水を介した消化器
系の感染症です。生水・氷・カットフルーツの飲食
は避けましょう。

動物にむやみに近寄らない・触らない
動物は狂犬病や鳥インフルエンザなどのウイルスを、
ヒトコブラクダはMERSウイルスを持っていることが
あります。

＜帰国時＞
空港や港にある検疫所に相談しましょう。

＜帰宅後＞
渡航先、滞在期間、渡航先での活動・
飲食・動物との接触、ワクチン接種
歴などについて伝えたうえで、医療
機関を受診してください。

腸管出血性大腸菌感染症に注意しましょう

・主な症状
2～9日ほどの潜伏期を経て激しい腹痛
を伴う下痢、血便をおこします。無症
状や単なる下痢で終わることもある一
方で、乳幼児や高齢者は重症化しやす
いといわれており、溶血性尿毒症症候
群(HUS)や脳症などの合併症をおこす
場合があります。

出典：東京都感染症情報センター
｢ひとくち感染症情報｣

・感染経路
原因菌はベロ毒素を産生する大腸菌
(O157、O26など)です。感染経路は、
菌に汚染された食品を摂取する経口感染
と、患者の便や菌のついたものに触れる
接触感染です。

食中毒を予防するた
めに食材ごとのリス
クを知り、家庭でで
きる６つのポイント
を心がけましょう。

日本の予防接種
スケジュール海外旅行Q&A

★トイレなど、菌に汚染した可能性が
ある場所は次亜塩素酸ナトリウムで
適切に消毒しましょう。

墨田区HP
「すみだこの部屋」

渡航先の状況を確認する
渡航先で流行している感染症や、体調不良時に受診
できる医療機関を事前に確認しておきましょう。
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